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な時代や地域の漢詩や漢文を読み進めてきた。 平成二十六年度からは、中国の恋愛に関する詩文を読みたいという希望があり、明の馮夢竜が編纂したとされる『情史』二十四巻 始 た。 『情史』は『情史類略』 『情天宝鑑』とも呼ばれ、歴代の史伝や説話、文言小説等から情愛に関する約九百話を集め、二十四巻二十四類に分類配列した書物である。本文は編者によって改作されたところもあり、一部の作品には話末に評語が付されている。
研究会では、 当時大学院生であった世良昂君と松田僚平君が 『情史』









各話は、 【本文】 【書き下し文】 【語注】 【現代日本語訳】 【補説】 【参














































































同郡の婦人が死んで数年経ち、 （夫は道人の噂を）聞いて（道士に）会いに行き、 「 だ妻に一度会わせてください 死のうとも恨みません」と告げた。道人は「行って会うとよい。 （しかし）もし太鼓の音が聞こえたら、すぐに出てとどまってはいけないよ。 」と言った。そして死者に会う方法を語った。
このようにして（夫は）死んだ妻と語り合った 、悲しみや喜びの
感情も、愛情も生きて ると そのものだった。しばらくすると、太鼓の音が琅琅と鳴るのが聞こえたが その人は立ち去るこ ができなかった。ちょうど戸口を出よう するとき 、突然（妻が）裾を掴んだが、戸が開き、男は（服の裾を）引きちぎって去った。
後一年余り経って、 人は亡くなった。家族が葬ろうとして、墓
を開くと妻の棺の蓋の下に服の裾が挟まっている が見つかった。 『捜神記』に見える【補説】
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この話はもと『捜神記』に見える。語注にも一部示したように文字
の異同がいくつかあり、特に男が去る場面は、 『捜神記』とは異なっている。 『捜神記』では、 「忽掩其衣裾戸間、掣絶而去」 、 『情史』では「奄忽執其衣裾、戸開、掣絶而去」となっている。 『捜神記』は、夫の衣の裾が「戸間」に挟まってそれを引きちぎって脱出したとなっているが、 『情史』では 「執」の主語が定かではな ものの、恐らく妻が夫の裾を突然掴ん 引き留めようとしている、と読み取ることができる。そして、その時に戸 開き、夫 裾を引きちぎ 脱出するのである。
『情史』の当該箇所は、主語の省略などもあって文意が通じ くく
なっており、伝写の間の誤写である可能性もあるが 「奄忽執其衣裾、戸開、掣絶而去」は、 『捜神記』のように偶然に戸に裾が挟まれたのではなく 何らか 力が夫を冥界に引きとどめようようとした きに、戸が開き、彼は冥界 ら危うく脱出したか 読める。【参考】 『捜神記』営陵道人（本文）漢北海営陵有道人、能令人与已死人相見。其同郷人、婦死已数年、聞而往見之。曰「願令我一見亡婦。死不恨矣。 」道人曰「卿可往見之若聞鼓声、即出勿留。 」乃語其相見之術、俄而得見之。於是与婦言語、悲喜恩情如生。良久、聞鼓声恨恨 不能得住。当出戸時、忽掩其 裾戸間、掣絶而去。至後歳余、此 身亡。家葬 、開塚、見婦棺蓋下有衣裾。（書き下し文）漢の北海の営陵に道人有り、能く人をして已に死する人と相ひ見はし
あ



















































るが如し。載せて還るに、日 経て乃ち蘇る 言ふ、 「干郎が我に飲食せしむること、一に生前の如し。地中な も亦た悪と為すを覚えず。 」と。既にして之 嫁ぎ、子を生み、更に活くるこ 数年なり。
子猶氏曰はく、 「生きながら婢を埋むるは、本より其の生前の妬み













婢を妬んでいた。瑩が亡くなって、彼を葬るときに 、こともあろうか生きたまま婢を墓に埋めてしま た。瑩の子の宝ら兄弟は、まだ幼かったのでこのこと 知らなかった。
十数年後、瑩の妻が死んだので、墓を開くと、婢が棺の上に伏して
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いる。婢が墓の中で十数年も生きながらえていたという話だけでも、十分「異」なことであろう。
しかし、子猶氏が「異」とするのは、死者が生き返ったということ











































「帛」………絹織物の総称。当時は高価なものだったと考えられる。「車器」… 主に馬車の各部分の末端やへり どを飾る めに用いた
もの。華麗な文様で飾られている。









とを確認し、そこから聖人や賢人の情愛の話へと続いてゆく。前半では、孔子には妾がいたことを『孔叢子』の記述をも に述べている。「孔子亦有妾矣」と驚きのニュアンスをもって結ばれており、孔子に妾がいたことを、 語り手は意外なことと受けとめているこ が分かる。
これに対して、後半の評に当たる部分では、聖人や賢人の情愛に対







































「明珠」……光る珠。宝珠。 「珠」 真珠。「荊鶏」……越鶏。南国生まれの鳥。クジャク「乱」………正常でない男女関係。「風流」… 男女間の情事。「話柄」……談話のたね。話のもとになる内容。【現代日本語訳】
鄭交甫がかつて漢江に行ったとき、二人の女性と出会った。彼女た
ちは皆麗しく華やかに着飾っており、その腰もとにはふたつの真珠を帯びていていたが、それはまるで孔雀の卵のように大きかっ 。交甫は彼女たちに惚れてしまい、彼女らが神 であることを知らずに、下りて行って彼女たちに佩び玉を求めた。二人の女性は自ら佩び玉の紐を解き、交甫に与え 。彼は受け取ってそれを懐に抱き、行くこと数十歩、懐を見ると空っぽで真珠 なくな おり、 （ふり返ると）二人の女性はたちまち見えなくなっ いた。
漢水の女性は佩を解いただけであって、まだ男女関係に至っていな
いにもかかわらず かく 後世 恋愛話のたねとなっているのは、いった なぜなのだろう。
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【補説】
この話は、 『孔叢子』に「孔子には妾がいた」という記事があるこ
とを確認し、そこから聖人や賢人の情愛の話へと続いてゆく。前半では、孔子には妾がいたことを『孔叢子』の記述をも に述べている。「孔子亦有妾矣」と驚きのニュアンスをもって結ばれており、孔子に妾がいたことを、 語り手は意外なことと受けとめているこ が分かる。
これに対して、後半の評に当たる部分では、聖人や賢人の情愛に対







































「明珠」……光る珠。宝珠。 「珠」 真珠。「荊鶏」……越鶏。南国生まれの鳥。クジャク「乱」………正常でない男女関係。「風流」… 男女間の情事。「話柄」……談話のたね。話のもとになる内容。【現代日本語訳】
鄭交甫がかつて漢江に行ったとき、二人の女性と出会った。彼女た
ちは皆麗しく華やかに着飾っており、その腰もとにはふたつの真珠を帯びていていたが、それはまるで孔雀の卵のように大きかっ 。交甫は彼女たちに惚れてしまい、彼女らが神 であることを知らずに、下りて行って彼女たちに佩び玉を求めた。二人の女性は自ら佩び玉の紐を解き、交甫に与え 。彼は受け取ってそれを懐に抱き、行くこと数十歩、懐を見ると空っぽで真珠 なくな おり、 （ふり返ると）二人の女性はたちまち見えなくなっ いた。
漢水の女性は佩を解いただけであって、まだ男女関係に至っていな
いにもかかわらず かく 後世 恋愛話のたねとなっているのは、いった なぜなのだろう。




























を過ぎゆくに、二人の女性と出会い 彼女たちに「どうか貴方の佩玉を頂けませんか。 」と りかけた。二人の女性は佩玉を交甫に与え交甫はそれを受け取って懐に収めて、超然として去ろうと て十歩進み、懐を探ってみると佩玉は無くなっ いた。振り返ってみると二人の女性もいなくなっていた○漢・劉向『列仙伝』 「江妃二女」（本文）
江妃二女者、不知何所人也。出遊於江漢之湄、逢鄭交甫。見而悦之、
不知其神人也。謂其僕曰「我欲下請其佩。 」僕曰「此間之人、皆習於辞。 得恐罹悔焉 」交甫不聴、遂下与之言曰「二女労矣。 」二女曰「客子有労、妾何労之有。 」交甫曰「橘是柚也、我盛之以笥。令附漢水、将流而下。我遵其旁、采 芝而茹之。以知吾為不遜也 願請子之佩。 」二女曰「橘是柚也、我盛之以筥。令附漢水、将流而下。我遵其旁、采其芝而茹之 」遂手解佩与交甫。 悦受而懐 、中当心趨去、数十歩視佩、空懐無佩 顧二女、忽然不見。詩曰「漢有遊女、不可求思。 」此之謂也。（書き下し文）
江妃の二女は、 何所の人なるかを知らざるなり。 江漢の湄に出遊し、













し。二女を顧みるに、忽然として見え 。詩 曰はく「漢に遊女有り、求思すべからず」と。此れ 之れ謂ふなり。（現代日本語訳）江妃の二人の娘は、どこの出身かわから い。漢水の岸辺へ出かけ行って歩き回るうち、鄭交甫に 会った。 甫は二人を見かけて惚込んだが、相手が神人だとは知らなかった。そして下僕 「私 下りて行って、あの娘の佩玉をもらおうと思う」と言ったが、下僕 「この辺りの人は みな男女のやり り 慣れ お ます。 もらえないと、たぶん後悔するような目に遭うでしょう」と言った し し交甫は聞き入れず、そのまま下り 行って娘に話し けた。 「二人の娘さん、お疲れでしょう」 。二人の娘は答えた。 「旅人のあなたが 疲れでょう、私たちには何も疲れ こと ありません」 。交甫は「橘は柚です。私はそれを箱 入れました。漢水に浮かべ、流れ下 せようと思いま 私はそのそばをついて行き そこの芝を採って食べましょ私が大それた望みを持っ ことはわかっております。でも、ど かあなたの佩玉をい だきたい」とい と、 「橘は柚です 私はそれをざるに入れました。漢水 浮かべ 流れ下らせようと いま
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着いた。 （その場所の）香を入れる箱を捧げ持つ の像に黒い油がついていた。そこで廟の主人に話し この女像を壊したところ、中から
血があふれ出てきた。【補説】
この話は、王宗本が旅先で親密な関係になった美女を妖怪の類で




や祈雨祈晴祈願を行うために国家 よって祭祀される神であっ その一方で民間信仰においては、城隍神は冥界神と見なされており、宋代の道教思想の広まりと冥界神信仰が結びつき、城隍神の性格・役割に「道士の呪術によって呼び出され、地域の鬼神の取 締まりを行うあの世の警察的存在」 が付加された。 また 内 権力差が成立し、「都城隍→州城隍→県城隍」というようになっている。宋代の道教において、いち早く のヒエラルキーが出来上が たこと 亡魂の取り締まりという役割が確立していたこ がわかる。
『情史』が書かれた明代には、城隍神が生者や亡魂に対して監督
し、その善悪に従って報いを受けるよう はから い 役割を担う事になる。そこから次第に城隍神が出巡することにより、彼らの活動を取り締ま という形になって ったようだ。 後にその形式を模して、神像 神輿に乗せて城内を巡行する「城隍出巡」という行事が民間でも行われるよう なり、現在でも台湾の 台北霞海城隍廟 「新竹城隍廟」の出巡は有名で全島から信者があつまる祭典となっている。
また明代の民間主体の城隍神信仰の中には、天罰を下し運命を変
化させるという城隍神の役割から派生し、人に眼福を与えることができる神としてみなされた。 本来の冥界神とし の信仰から変化が生じ、病の回復を祈ったり、福を祈ったりするために、城隍神に家畜をささげ祈祷したという民間信仰もみられる。この物語の中にも、城隍廟の中に延寿司という長寿を願う祠がある。おそらく、民間信仰 おい病の回復などを祈願する場所であるのではないだろうか。
城隍神が生者や亡魂に対して監督する神であることは先に述べた。
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本伝に見える。同性愛は様々な史書に見られるが、最古のものは、 『商書』 （ 『書経』のうち、商代（殷代）のことを記した部分）の「伊訓」とされる。ここでは、同性愛は悪行であるというように述べてある。しかし後世では、 『戦国策』 「秦策」に男色が一国の君主の遊び楽しむ方法や特別な嗜好になっていたことがわかる記述がある。また、そのほかの多くの書の描写でも君主が美男子に入れ込み、 官職を与えたりその一族を優遇したりといったこと 実際に行わ ており、その行き過ぎたものとして帝位を禅譲するほどに入れ込んでしまう皇帝 たという記述さえもみられる。しかし 彼ら 主にその美貌で君主を喜ばせたので、その地位は非常に不安定 あり、容色が衰えて寵愛を失うか、君主がほか 男を好きになれば、不幸 目に合う もしばしばあった。しかし、こ ように男色を好んだ君主 ち 者というわけではなく、両性愛者であっ 、美女に飽き と趣向を変えて美男をもてあそんだのである。
なお、 『情史』が編纂された明代には、男色が非常に盛んであった。
というのは、明代というのは中国史上もっとも性的抑圧が最も厳しい時代であったことが原因にあげられる。 こ ような厳しい性的抑圧は、古代の中国人の一族や家庭の観念の強さに起因しており、男女が接触することについては、一族の血統や家庭 秩序を乱す可能性があめ、きわめて厳格に制限されていた。 ため 性欲を円滑に解消する手段がなかった。しかし、同性愛はこれら ような問題が起きる心配がないため、社会は異性と 性行為を統制する と同時に 同性愛については緩和したのである。
このような背景を持つ男色・同性愛であるが、この物語では目上の
相手が美男子を棄てるのではなく、美男子が目上の相手を棄てるうように描かれてい 。王僧達 激昂し、寵愛していた王确 殺そう





























































なく亡くなった鸛の話である。 「烈鸛碑」というものが他の文献に見られず、類話が見つからな から、この話自体 民間伝承 一つかと考えられるが、操を立てようとする人間の女性の話を鳥に例えている作品は他にも存在する。
夫亡き後、次々とやってくる雄たちや、他の雄と結婚させようとし
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日焼けを防止するためであるとされているが、当時の人々はその行動を悲しみによって取り乱してい 、或いは喪に服す儀式 ようなもとして捉えたのではないだろうか。実際に、前漢ごろから中国においても儒家思想に基づく喪の概念があったとされており、その概要は酒肉を断ち、三年間喪に服すといっ ものである。そもそも象は酒も飲まないし、肉も食べない生き物であ が、ここで飲酒食肉と表現されているのは、象を人間と重ね合わせ から ろう。酒を飲み肉を食べ 、つまり宴の席でも、喪に服しているため一人仲間の死を悲しみ、楽しむことができないといった様子である。
また、この話が収められている情通類は、この話以外にも動物や植










































と為す。相思へば則ち涙を流す 故 又紅豆を名づけて相思子と為す。 」と【語注】「相思子」…樹木の名。豆科のつる性常緑樹 羽状複葉を互生。花は
赤や紫。扁平な果実を結ぶ。種子は赤色で一端が黒く、美しいため装飾用にも用いられるが、毒性を持つ。別名に「紅豆」などがあり、日本名は「唐小豆」 。












涙のことを紅豆と呼んでいた。 （さら ）相手のことを思うと、そこで涙は流れるものだから ま 紅 の名を相思子 するのであ 」 と。【補説】
日本においては「唐小豆」と呼ばれる、鮮やかな赤と黒のコントラ
ストが美しい豆がある。その果実が中国において「相思子」と呼ばれる所以が、 「血涙の事」にあると説明されて る話である。 猶氏が具体的にどのような故事を指しているの は明らかではないが、中国には血の涙が流れたという話がいくつか残っている。
その一つに戦国時代の思想書『韓非子』に収められる和氏の逸話




娘が、その花園で歌っていると、若 男が恋を 。 かし、その地を支配する首領がミールの美貌を聞き、結婚を迫った。強引に連れ去られる途中、ミールは白い花園に散っていた花びらを拾って髪にさし
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「典」………統括する。管理する。「雅州」… 州名。現在の中国四川省雅安市。「日」………ある日。「左右」… 左右にいる人の意味。「命筆」……（左右に筆を持ってこさせて書くことから）筆をとる。「只」………限定の意ではなく、 「専ら～」という意味。「任教」… ～のままにまかせ 。「離恨」……別れの悲しみ。「一条条」…細長い柳一枝を指す。「自後」……その後。【現代日本語訳】
折柳橋は簡県にあり、当初情尽橋と名付けられた。雍陶が雅州を統







を指摘している。 「 尽」では、別れの際 名残惜しさ・悲しみといった情がすぐ立ち消えてしまうような薄情さが感じられてしまう。詩中「任敎離恨一条条 が示すように、別れの悲 みは柳の枝 ように細く長く続くが、別離に際しては折ってしまうし な 。そこで「折柳」と変更することにより、別れの名残惜しさを感じることができる
この雍陶の逸話は『唐才子伝』に見える。そこでは、折柳は古楽
府の「折楊柳」から名を ったとされており、楽府「折楊柳」は従来、望郷の念を起こさせるものと解釈されている。 か 、雍陶の「折柳」の解釈は、これと異なった、独自のもの なっ いる。【参考】 『唐才子伝』巻五「雍陶」 （部分）（本文）後為雅州刺史。郭外有情尽橋、乃分衿祖別之所、因送客。陶怪之、遂於上立候舘、改名折柳橋。取古楽府折楊柳之義。題詩曰、 「従来只有情難尽、何事呼為情尽橋。自此改名為折柳、任他離恨一篠篠。 」甚膾炙当時。（書き下し文）
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ことは、様々な面から明らかである。口頭言語を構成する諸要素とは異なり、文字・表記の習得には「教育」 必要不可欠な過程であることはその顕著な一側 であるが、その深層にある文字・表記の根源的な性質は、歴史的変化 面にも当然反映される。
同じ言語の記号要素である音声・音韻と比較すればそのことは鮮
明である。音声が瞬間的なものである以上、当然 音声・音韻史的変化は直接的にはその姿を現さない。限られた文献資料の上に み
